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〔
特
集
〕
〈
私
〉
と
教
育
基
本
法
i
対
話
の
た
め
の
読
み
解
き

教
育
基
本
法
と
社
会
教
育
法
制

i
i
!
今
起
き
て
い
る
こ
と
は
何
か

は
じ
め
に

社
会
教
育
分
野
は
、
市
町
村
合
併
と
一
体
と
な
っ
た
「
地
方
分

権
・
三
位
一
体
型
改
革
」
(
①
国
庫
支
出
金
を
減
ら
す
、
②
税
源

を
地
方
に
移
す
、
③
地
方
交
付
税
を
見
直
す
)
の
影
響
を
最
も
強

く
受
け
て
い
る
分
野
の
一
つ
で
あ
り
、
各
地
の
社
会
教
育
事
業
は
、

財
政
的
基
盤
を
無
惨
に
掘
り
崩
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
家
庭
・
学

校
・
社
会
教
育
と
の
連
携
、
社
会
奉
仕
活
動
の
推
進
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
と
い
う
国
民
統
制
・
社
会
危
機
対
応
型
教
育
の
先
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姉

崎

洋

導
役
を
期
待
さ
れ
、
憲
法
・
教
育
基
本
法
(
以
下
、
教
基
法
と
も

表
現
す
る
)
「
改
正
」
と
一
体
の
国
民
意
識
改
造
戦
略
の
一
翼
を

担
わ
さ
れ
て
い
る
。
国
民
の
自
主
的
な
学
び
を
支
援
保
障
す
べ
き

社
会
教
育
は
、
財
政
面
と
政
策
面
の
二
重
の
「
構
造
改
革
」
を
最

も
強
く
受
け
て
い
る
分
野
の
一
つ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
現
今
の
憲
法
・

教
育
基
本
法
「
改
正
」
を
め
ぐ
る
動
き
は
、
社
会
教
育
に
は
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
、
教
育
基
本
法
を
未
来
に
向
け

て
い
か
に
守
り
発
展
さ
せ
る
の
か
を
、
小
稿
の
分
析
課
題
と
し
た

hv 



憲
法
・
教
育
基
本
法
「
改
正
」
の
現
段
階
の
動
向

ま
ず
、
こ
の
間
の
憲
法
・
教
育
基
本
法
「
改
正
」
を
め
ぐ
る
問

題
の
最
近
の
動
向
を
簡
略
に
記
し
て
お
こ
う
。
多
く
の
報
道
や
解

説
も
あ
り
、
細
部
に
は
触
れ
な
い
が
、
憲
法
に
つ
い
て
は
、
昨
年

一
一
月
に
自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
が
発
表
さ
れ
、
衆
参
両
院
の

憲
法
調
査
会
の
報
告
が
二

O
O
五
年
四
月
下
旬
に
出
そ
ろ
う
が
、

六
月
の
会
期
末
ま
で
の
与
党
合
意
は
閤
難
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い

る
。
(
産
経
新
聞
二

O
O
五
年
一
月
二
八
日
付
け
)

し
か
し
、
憲
法
「
改
正
」
に
関
す
る
国
民
投
票
法
案
へ
の
動
き

な
ど
を
考
え
れ
ば
単
純
な
予
断
は
許
さ
れ
な
い
。

教
育
基
本
法
「
改
正
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
六
月
に
、
自
民
・

公
明
の
与
党
間
と
自
民
・
民
主
の
両
党
間
で
、
教
育
基
本
法
改
正

に
関
し
て
合
意
が
な
さ
れ
、
政
治
情
勢
次
第
で
は
、
次
期
通
常
閉

会
に
上
程
さ
れ
る
と
の
報
道
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
後
、
政
治

状
況
判
断
と
し
て
「
憲
法
改
正
の
行
方
を
見
定
め
る
べ
き
」
と
の

慎
重
論
や
郵
政
関
連
法
案
の
成
立
が
最
優
先
と
い
う
姿
勢
か
ら
、

「
基
本
法
に
取
り
組
む
余
裕
が
な
い
」
と
の
与
党
筋
の
声
が
報
道

さ
れ
、
小
稿
執
筆
時
(
二
月
末
日
)
現
在
で
は
、
政
府
与
党
は
、

教
育
基
本
法
改
正
案
に
関
し
て
通
常
国
会
提
出
を
見
送
る
こ
と
で

合
意
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
に
は
、
前
述
の
政
治
状
況
に
加

え
、
「
愛
国
心
」
や
「
宗
教
教
育
」
で
の
自
・
公
の
与
党
間
の
微

細
な
ズ
レ
、
あ
る
い
は
昨
年
末
の
三
位
一
体
型
改
革
に
よ
っ
て
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金
の
扱
い
が
変
わ
り
法
案
を
変
え
る
必
要

が
生
じ
、
今
年
秋
の
中
教
審
で
最
終
成
案
を
得
る
必
要
あ
り
と
の

判
断
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

し
か
し
、
教
育
基
本
法
「
改
正
」
へ
の
与
党
筋
の
強
い
執
着
は

消
え
去
っ
て
お
ら
ず
、
「
内
閣
内
内
閣
」
と
い
わ
れ
る
「
経
済
財

政
諮
問
会
議
」
(
一
一

O
O
四
年
一
一
月
四
日
)
に
現
・
中
山
文
部

科
学
大
臣
が
委
員
と
し
て
提
出
し
た
「
蘇
れ
、
日
本
!
」
と
題
し

た
資
料

(
A
4
判
一
枚
)
は
、
「
こ
の
ま
ま
で
は
東
洋
の
老
小
国

へ
」
転
落
す
る
「
危
機
的
な
日
本
の
現
状
」
に
あ
る
と
訴
え
、

「
諸
改
革
の
基
盤
と
な
る
の
は
人
材
」
で
あ
り
、
「
国
家
戦
略
と
し

て
の
教
育
」
と
は
、
「
国
際
的
「
知
」
の
大
競
争
時
代
」
で
あ
り

「
各
国
と
も
国
家
の
命
運
を
か
け
て
教
育
を
推
進
」
し
て
い
る
が

故
に
、
「
義
務
教
育
の
改
革
」
を
「
二
年
で
仕
上
げ
」
る
べ
き
と

訴
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
五
つ
の
改
革
が
提
起
さ
れ
、

筆
頭
は
「
教
育
基
本
法
の
改
正
l
新
し
い
時
代
の
呂
本
人
像
」
で

あ
っ
た
。
「
国
家
戦
略
と
し
て
の
教
育
」
が
、
「
二
年
で
仕
上
げ
」
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ら
れ
る
程
度
の
課
題
な
の
か
は
疑
関
で
あ
る
と
し
て
も
、

の
危
機
感
が
貧
し
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

政
策
側

教
育
基
本
法
「
改
正
」
の
麗
史
的
経
緯

歴
史
的
に
見
れ
ば
、
教
育
基
本
法
「
改
正
」
の
動
き
は
今
日
に

始
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
、
保
守
政
権
の
憲

法
改
正
衝
動
と
接
続
す
る
教
育
基
本
法
見
直
し
「
改
正
」
攻
撃
が

執
持
に
持
続
的
に
な
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
清

瀬
文
相
(
一
九
五
五
)
、
荒
木
文
相
(
一
九
六

O
)
な
ど
の
「
改

正
」
の
動
き
は
、
早
い
段
階
か
ら
そ
う
し
た
動
き
を
示
す
も
の
で

あ
っ
た
。
教
基
法
「
改
正
論
」
に
は
、
こ
れ
ま
で
三
つ
の
パ
タ
ー

ン
が
あ
り
、
明
文
「
改
正
」
、
解
釈
「
改
正
」
、
立
法
「
改
正
」
で

あ
る
。
憲
法
の
場
合
と
同
様
、
従
来
は
解
釈
に
よ
る
空
洞
化
、
あ

る
い
は
教
基
法
を
無
視
し
下
位
法
解
釈
あ
る
い
は
「
改
正
」
に
よ

る
手
法
、
ま
た
は
通
達
行
政
が
そ
れ
を
補
っ
て
き
た
。
し
か
し
、

今
回
は
明
確
に
明
文
「
改
正
」
も
し
く
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
新

教
基
法
の
立
法
「
改
正
」
の
方
向
を
取
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
は
、
今
回
教
基
法
「
改
正
」
論
議
を
リ
ー
ド
し
公
認
化
さ

せ
る
べ
く
働
い
た
の
は
中
教
審
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
歴
史
的
検

φ 

証
に
耐
え
な
い
審
議
や
委
員
の
不
誠
実
さ
が
際
だ
っ
て
い
た
こ
と

は
、
取
材
記
者
も
報
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
委
員
の
出
席
率
の
低

5

さ
、
論
議
の
低
調
さ
と
官
僚
作
文
の
支
配
な
ど
と
し
て
現
象
し
た
。
加

第
三
は
、
改
正
論
者
の
あ
げ
る
理
由
は
、

a
押
し
つ
け
、

b
コ

持

ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
、

c
伝
統
文
化
の
欠
如
、

d
愛
国
心
の
欠
如
、
協

e
家
庭
教
育
論
の
必
要
、

f
道
徳
教
育
の
欠
如
、

σ
え
示
教
的
情
操
刊

の
必
要
、

h
そ
の
他
な
ど
(
成
嶋
隆
・
ニ

O
O
ニ
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
な
が
ら
立
証
を
欠
く
画
一
的
な
議

論
と
い
え
る
。

第
四
は
、
審
議
の
過
程
は
、
現
実
の
教
育
の
病
理
や
貧
困
さ
の

根
本
的
解
決
と
は
ほ
ど
遠
い
財
政
的
条
件
整
備
の
貧
し
さ
を
図
ら

ず
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
。
た
と
え
ば
、

G
D
P
に
対
す
る
公
教

育
費
、
と
く
に
高
等
教
育
費
の
低
さ
は
O
E
C
D
加
盟
国
中
最
低

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
は
そ
れ
を
覆

い
隠
す
性
質
を
も
っ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
五
は
、
教
育
基
本
法
改
正
論
者
の
貧
困
な
子
ど
も
・
人
間
観

が
白
日
の
も
と
に
露
呈
し
、
復
吉
的
な
論
者
も
新
自
由
主
義
的
な

論
者
も
共
通
し
て
能
力
的
競
争
主
義
を
煽
っ
て
い
る
こ
と
が
理
解

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

第
六
は
、
経
済
財
政
諮
問
会
議
の
強
引
な
圧
力
と
文
科
省
の
屈



服
が
極
め
て
明
瞭
と
な
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当

初
消
極
的
だ
っ
た
文
科
省
が
、
な
ぜ
積
権
的
な
「
改
正
」
姿
勢
に

転
じ
た
の
か
が
疑
問
と
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
一
部
の
研
究
者
が

指
摘
す
る
よ
う
に
、
法
「
改
正
」
が
「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
と

ワ
ン
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
科
学
技
術
基
本

法
の
手
法
で
文
科
省
の
主
導
権
の
確
保
が
で
き
れ
ば
、
教
育
理
念

型
の
基
本
法
か
ら
政
策
推
進
型
の
基
本
法
へ
の
構
造
転
換
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
文
科
省
は
意
図
し
た
と
い
え
る
。
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
論
議
を
追
い
風
に
し
て
、
改
革
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な

数
値
目
標
化
を
は
か
る
。
い
い
換
え
れ
ば
、
教
育
を
国
家
と
市
場

の
両
方
の
し
も
べ
に
す
る
と
い
う
戦
略
で
あ
る
。

第
七
は
、
中
上
層
階
級
の
大
競
争
に
打
ち
勝
つ
エ
リ
ー
ト
養
成

へ
の
期
待
と
底
辺
下
層
の
公
教
育
経
費
の
削
減
の
二
重
構
造
を
、

「
新
学
力
観
」
に
託
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
八
は
、
教
育
基
本
法
は
、
通
常
の
法
「
改
正
」
と
同
形
式
の

議
会
の
過
半
数
で
「
改
正
」
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
国
会
の
数
の

支
配
で
の
「
断
行
」
の
環
境
醸
成
、
す
な
わ
ち
、
国
民
の
間
で
の

教
育
基
本
法
「
改
正
」
問
題
へ
の
関
心
・
議
論
の
弱
さ
を
利
用
し
、

国
民
の
意
識
誘
導
が
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
利
用
し
て
ソ
フ
ト
に
行
な

わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

第
九
は
、
自
民
党
、
公
明
党
、
民
主
党
の
す
り
あ
わ
せ
の
進
行

の
な
か
で
、
公
明
、
民
主
は
自
民
党
の
教
基
法
「
改
正
」
へ
歩
調

を
そ
ろ
え
、
二

O
O
四
年
六
月
に
二
つ
の
「
新
教
育
基
本
法
」
案

が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
「
改
正
」

論
議
と
平
行
し
て
の
作
業
で
も
あ
っ
た
。
問
題
は
、
な
ぜ
こ
の
こ

と
が
急
が
れ
た
の
か
で
あ
る
。

新
段
階
に
入
っ
た
「
新
自
由
主
義
的
改
革
」

前
述
の
背
景
に
あ
る
一
二
世
紀
型
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
以

下
に
特
徴
づ
け
ら
れ
よ
う
。
第
一
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
田
家
戦
略
と

し
て
、
「
国
民
的
競
争
国
家
」
へ
の
転
換
が
図
ら
れ
、
活
動
的
で

強
い
市
民
と
知
識
情
報
に
裏
付
け
ら
れ
た
経
済
が
課
題
と
な
っ
て

き
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
「
わ
が
国
の
基
本
問
題
を
考
え

る
」
(
日
本
経
済
団
体
連
合
会
、
ニ
O
O
五
年
一
月
一
八
日
)
に
は
、

そ
う
し
た
意
図
が
明
瞭
で
あ
る
。
第
二
は
、
行
財
政
公
共
部
門
の

操
作
統
治
シ
ス
テ
ム
の
転
換
が
企
図
さ
れ
、
官
僚
統
治
モ
デ
ル
か

ら
企
業
経
営
モ
デ
ル
へ
の
転
換
(
進
藤
兵
)
が
意
図
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
は
、
「
広
義
構
造
改
革
」
(
渡
辺
治
)
と

し
て
の
地
方
制
度
改
革
、
司
法
制
度
改
革
、
教
育
改
革
が
そ
の
際

月刊社会教育 2005.5 7 



に
鍵
を
な
す
と
の
判
断
が
働
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
は
、

以
上
を
実
現
す
る
た
め
の

N
P
M
型
行
財
政
・
教
育
改
革
が
喫
緊

で
不
可
避
で
、
そ
う
し
た
改
革
の
帰
着
に
憲
法
改
正
(
必
然
的
に

教
育
基
本
法
「
改
正
」
)
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
改
革
戦
略
は
、
社
会
教
育
の
政
策
と
運
動
、
実
践
に

大
き
な
変
容
を
追
っ
て
い
る
。

四

戦
後
社
会
と
社
会
教
育
の
舞
台
の
「
転
換
」

こ
こ
で
改
革
の
性
格
を
開
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
戦
後
社
会
教

育
が
展
開
さ
れ
て
き
た
主
要
な
舞
台
が
二
つ
の
時
代
を
経
て
、
大

き
く
変
容
し
て
き
た
こ
と
に
触
れ
て
お
こ
う
。

第
一
は
、
六

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
の
時
代
の
成
果
で
あ
る
。

一
つ
に
は
、
公
務
労
働
と
し
て
の
社
会
教
育
労
働
が
発
展
し
て
、

社
会
教
育
行
政
と
自
己
教
育
運
動
の
相
克
が
深
ま
り
、
社
会
教
育

行
政
の
内
在
的
、
外
在
的
矛
盾
(
小
川
利
夫
)
が
自
覚
さ
れ
、
社

会
教
育
実
践
の
展
開
と
社
会
教
育
の
専
門
職
化
論
が
深
め
ら
れ
て

き
た
こ
と
。
二
つ
に
は
、
自
己
教
育
運
動
の
発
展
と
住
民
の
主
体

形
成
が
自
覚
さ
れ
、
住
民
の
学
習
権
の
自
覚
化
、
学
習
者
主
体
の

学
び
の
創
造
な
ど
が
本
格
的
に
展
開
し
た
こ
と
。
三
つ
め
に
は
、

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
施
設
の
増
大
と
教
育
機
能
の
拡
大
(
学
び

の
共
同
体
、
学
び
の
生
涯
時
空
間
の
拡
張
)
が
図
ら
れ
て
き
た
こ

と
で
あ
る
。
戦
後
の
社
会
教
育
の
舞
台
は
、
そ
の
意
味
で
地
域
の

社
会
教
育
事
業
(
市
町
村
の
公
的
社
会
教
育
と
住
民
の
自
主
的
な

学
習
活
動
)
に
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
第
二
に
、
九

0
年
代
か
ら
一
二
世
紀
の
今
日
に

か
け
て
の
時
代
の
変
化
で
あ
る
。
一
つ
に
は
、
行
財
政
合
理
化
の

な
か
で
社
会
教
育
労
働
運
動
の
後
退
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
社
会
教

育
実
践
の
関
難
が
増
大
し
、
学
習
者
の
ニ

l
ズ
の
拡
大
に
関
わ
ら

ず
専
門
職
化
の
足
踏
み
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
、
二
つ
に
は
、

自
治
体
社
会
教
育
の
困
難
に
代
わ
り
、
大
学
と

N
P
O
の
役
割
の

比
重
が
拡
大
し
、
学
習
者
へ
の
支
援
の
高
次
化
と
市
民
的
力
量
の

増
大
に
見
合
っ
た
新
た
な
事
業
展
開
が
求
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
、

三
つ
に
は
、
民
間
事
業
者
、
社
会
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育
成
支
援
の

新
自
由
主
義
的
改
革
(
委
託
、
民
営
化
、
指
定
管
理
者
制
度
)
が

一
気
に
加
速
し
た
こ
と
、
四
つ
に
は
、
生
涯
学
習
の
と
ら
え
か
た

の
対
立
矛
盾
が
拡
大
し
、
市
場
化
と
権
利
・
公
共
性
の
相
克
問
題

が
大
き
く
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

小
稿
の
課
題
に
却
し
て
い
え
ば
、
法
の
基
準
性
重
視
と
規
制
緩
和

と
の
相
克
と
も
な
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
過
去
四
半
世
紀
の
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間
に
、
社
会
教
育
の
担
い
手
や
舞
台
は
、
地
域
(
自
治
体
)
か
ら

市
場
へ
、
集
団
的
学
び
か
ら
個
人
主
義
的
学
び
へ
と
大
き
く
転
換

さ
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
か
に
見
え
る
。
は
た
し
て
そ
う
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
あ
る
い
は
そ
れ
が
必
然
的
な
姿
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

五

新
自
由
主
義
政
策
下
の
個
人
と
社
会
の
関
係
イ
メ
ー
ジ

社
会
政
策
分
野
の
議
論
に
お
い
て
は
、
新
自
由
主
義
的
な
改
革

が
進
む
な
か
で
、
政
策
の
対
象
と
な
る
個
人
と
社
会
関
係
の
イ
メ

ー
ジ
は
、
以
下
の
類
型
化
が
可
能
な
よ
う
で
あ
る
。
第
一
は
、
自

助
努
力
に
よ
る
強
い
個
人
を
前
提
と
し
た
社
会
が
前
提
と
さ
れ
、

競
争
的
個
人
を
育
て
る
タ
イ
プ
で
あ
る
(
ア
メ
リ
カ
合
衆
闇
)

0

第
二
は
、
技
街
・
知
識
・
教
育
付
与
に
よ
る
個
人
の
自
立
化
を
図

る
タ
イ
プ
で
あ
る
。
教
育
訓
練
に
よ
る
資
格
取
得
と
就
労
が
そ
の

場
合
の
目
標
と
な
る
(
英
閤
)
。
第
三
は
、
社
会
保
障
を
伴
つ
て

の
個
人
へ
の
学
習
支
援
タ
イ
プ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
生
き
方
の

自
己
決
定
の
支
援
が
重
視
さ
れ
る
(
北
欧
諸
国
)
。
そ
し
て
、
第

四
は
、
前
記
の
い
ず
れ
か
ら
も
社
会
的
排
除
を
受
け
る
層
、
不
利

益
層
へ
の
支
援
の
模
索
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、

N
P
O
や
市

民
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
存
す
る
場
合
が
多
く
、
「
生
活
力
」
獲

得
の
総
合
的
支
援
が
目
指
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

個
人
と
社
会
と
の
関
係
モ
デ
ル
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
課
題
と
さ

れ
る
べ
き
学
び
の
構
造
化
の
課
題
が
浮
上
す
る
。

--'-J、

社
会
的
排
除
を
克
服
す
る
学
び

そ
れ
は
、
社
会
的
排
除
を
克
服
し
、
ど
の
よ
う
な
社
会
に
お
い

て
も
人
間
的
に
生
き
る
た
め
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
学
ぴ
の
課
題
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
手
が
か
り
の
一
つ
は
、
ユ
ネ
ス
コ

「
一
二
世
紀
教
育
国
際
委
員
会
」
(
ド
ロ

I
ル
委
員
会
、
一
九
九

七
)
の
提
起
し
た
未
来
社
会
に
必
要
な
「
西
つ
の
学
び
」
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
①
知
る
た
め
の
学
び
、
②
行
動
す
る
た
め
の
学
び
、

③
共
に
生
き
る
た
め
の
学
ぴ
、
④
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
の
学

び
、
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
筆
者
は
、
①
人
間
ら
し
く
働
く

こ
と
の
学
び
(
デ
ィ

1
セ
ン
ト
な
労
働
へ
の
学
び
)
が
不
可
欠
と

近
年
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
提
起
し
て
い
る
。
問
問
題
は
、
こ
の

よ
う
な
学
び
の
支
援
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
で
あ
る
o

そ
の
よ
う
舗

に
考
え
れ
ば
、
自
治
体
、
大
学
、

N
P
O
、
企
業
の
四
者
の
関
係
附エー

構
造
を
こ
の
五
つ
の
学
び
の
視
点
か
ら
再
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。
月

か
り
に
問
者
を
対
立
軸
で
考
え
な
い
と
す
れ
ば
、
自
治
体
の
社
会
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教
育
事
業
の
官
僚
制
の
打
破
、
企
業
の
収
益
重
視
と
恋
意
性
の
統

制、

N
P
O事
業
に
あ
り
が
ち
な
で
き
る
人
だ
け
に
開
か
れ
た
学

び
で
は
な
い
公
平
性
、
地
域
社
会
に
責
任
を
も
っ
大
学
の
姿
勢
、

な
ど
が
不
可
欠
で
あ
る
。
多
様
な
住
民
の
自
治
的
な
参
加
と
共
同

の
学
び
が
生
か
さ
れ
て
い
く
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
真
の

改
革
が
必
要
で
あ
る
。

七
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
市
場
化
・
新
自
由
主
義
的

改
革
の
問
題
性

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
本
来
の
改
革
と
は
異
な
っ
て
、
こ
の
間
の

法
改
編
の
実
態
は
、
残
念
な
が
ら
、
創
造
無
き
破
壊
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。
社
会
教
育
法
制
、
地
方
自
治
法
、

N
P
O法
の
相
次
ぐ

改
編
政
策
動
向
に
は
、
次
の
意
図
が
看
取
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
は
、
公
共
性
の
概
念
の
書
き
換
え
で
あ
る
。
効
率
性
、
低
コ

ス
ト
、
企
業
経
営
手
法

(
N
P
M
モ
デ
ル
)
に
よ
る
非
採
算
性
の

否
定
と
い
う
施
策
は
、
平
等
性
、
機
会
均
等
原
期
の
放
棄
を
促
し
、

地
方
独
立
行
政
法
人
、
指
定
管
理
者
制
度
、
教
育
特
区
の
導
入
は

そ
の
突
破
口
と
し
て
位
置
付
い
て
い
る
。
第
二
は
、
シ
ャ
ド
ー
ワ

ー
ク
を
不
可
避
と
す
る

N
P
O
と
収
益
重
視
の
「
企
業
」
参
入
に

よ
る
、
社
会
教
育
サ
ー
ビ
ス
コ
ス
ト
競
争
に
、
公
的
社
会
教
育
が

巻
き
込
ま
れ
て
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
公
民
館
や
博

物
館
の
み
な
ら
ず
、
従
来
収
益
型
事
業
と
な
じ
み
の
な
か
っ
た
図

書
館
に
も
そ
の
波
は
押
し
寄
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
‘
ど
の
よ

う
に
し
て
真
の
改
革
で
あ
る
べ
き
サ
ー
ビ
ス
の
質
と
公
共
性
を
保

持
す
る
か
が
、
あ
ら
た
め
て
鋭
く
関
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

10 
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教
育
基
本
法
「
改
正
」
と
社
会
教
育
法
制
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最
後
に
、
昨
年
六
月
に
合
意
さ
れ
た
二
つ
の
「
新
教
育
基
本

法
」
案
の
特
徴
と
、
何
が
問
題
と
な
る
か
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

本
号
で
は
、
各
条
文
の
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
が
別
に
論
じ
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
社
会
教
育
条
項
を
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
す

る
に
止
め
た
い
。
第
一
に
、
「
与
党
協
議
会
案
」

(
A
)
(
O
四
年

六
月
一
六
日
)
で
は
、
「
社
会
教
育
」
は
、
「
青
少
年
教
育
、
成
人

教
育
な
ど
の
社
会
教
育
は
、
国
・
地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
奨
励

さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
国
・
地
方
公
共
団
体
は
学
習
機
会
の
提
供

等
に
よ
り
そ
の
振
興
に
努
め
る
こ
と
」
と
さ
れ
、
第
二
に
、
自
民

党
と
民
主
党
で
の
「
新
教
育
基
本
法
大
綱
」

(
B
)
(
O
四
年
六
月

一
一
日
)
は
、
「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
等
で
行
わ
れ

る
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
、
及
び
職
業
教
育
の
振
興
に
努
め
る
旨



規
定
す
る
」
と
し
て
い
る
。
一
見
、
現
行
法
と
さ
し
て
変
わ
ら
な

い
か
に
響
く
が
、
注
意
し
て
読
め
ば
、
条
文
の
背
後
に
隠
さ
れ
た

内
容
が
浮
か
び
上
が
る
。
た
と
え
ば
、

(A)
で
は
、
「
生
涯
学

習
」
と
「
社
会
教
育
」
の
並
記
が
あ
り
、
社
会
教
育
は
「
奨
励
」

と
「
振
興
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

(B)
で
は
、
「
社
会
教
育
」

は
、
「
振
興
」
が
強
調
さ
れ
、
条
件
整
備
の
責
務
、
社
会
教
育
、

生
涯
学
習
、
職
業
教
育
の
関
連
が
不
明
で
あ
る
。
両
者
に
共
通
す

る
の
は
、
①
国
・
自
治
体
の
条
件
整
備
の
放
棄
、
②
振
興
の
名
に

よ
る
市
場
化
、
学
習
機
会
の
有
償
的
選
択
で
あ
る
。
他
の
条
文
関

連
で
は
、
社
会
奉
仕
と
家
庭
教
育
の
国
家
的
介
入
が
危
慎
さ
れ
る
。

ま
た
個
別
法
と
連
動
す
れ
ば
、
従
来
か
ら
の
①
公
的
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
の
教
育
責
任
の
縮
減
、
②
格
差
化
・
階
層
化
の
肯
定
と
機
会

均
等
の
軽
視
、
①
教
育
機
関
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
統
治
、
④
民
間

企
業
経
営
手
法
の
導
入
、
民
間
企
業
参
入
へ
の
法
的
規
制
緩
和
、

①
業
績
評
価
・
成
果
主
義
の
導
入
、
①
人
件
費
削
減
へ
の
委
託
、

指
定
管
理
者
制
度
、
臨
時
雇
用
の
積
掻
的
導
入
と
な
る
。
と
く
に

「
指
定
管
理
者
制
度
」
は
、
教
育
基
本
法
改
正
の
意
図
が
、
「
官
」

か
ら
「
民
」
へ
の
政
策
転
換
と
教
育
実
践
と
教
育
的
価
値
の
否
定

に
あ
る
こ
と
を
予
兆
さ
せ
て
い
る
。
(
あ
ね
ざ
き
・
ょ
う
い
ち
日
北
海
道
大
学
)
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